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幼稚園・こども園　　水遊び活動用（0～5歳児対応）
1. 測定の基本
☐ 測定はプールや水遊び場の子どもが実際に遊ぶ場所で行う
☐ 活動開始前と活動中にWBGTを測定
☐ 測定値を記録し、基準と照合する

2. WBGT値による活動判断基準（未満児向けの推奨値）
	WBGT値
	活動目安

	25℃未満
	通常活動可（注意しながら実施）

	25～27℃
	10～15分以内、警戒しながら短時間で実施

	28～30℃
	10分以内、厳重警戒、休憩多め

	31℃以上
	活動中止












3. 測定値以外の観察ポイント
☐ 気温・水温も毎回確認（気温＋水温＝50～64℃を目安、65℃以上は中止）
☐ 水温は22～30℃が望ましく、21℃以下は体温低下のリスクがあるため避ける
☐ 熱中症警戒アラート発令時は原則活動を中止する
☐ 湿度・風の有無・日射の強さも考慮する
☐ 子どもの顔色・様子・体調を常に観察する

4. 活動時の注意事項
☐ 活動時間は10～15分程度、こまめに休憩（必ず日陰で）
☐ 水分補給は活動前・中・後に必ず実施（汗をかいていなくても）
☐ ラッシュガードや水遊び用帽子、日焼け止めも活用
☐ 複数の保育士が見守り、絶対に目を離さない
☐ 活動前後に健康観察（発熱・食欲・睡眠・排便など）を行う

5. 異常時の対応
☐ WBGT値が急上昇した場合は即時活動中止
☐ 子どもに体調不良（ぐったり・顔色不良・発汗異常など）が見られたら即中止・応急対応
☐ 必要に応じて保護者へ連絡し、医療機関受診を検討

6. 記録・振り返り
☐ WBGT・気温・水温の記録を残す
☐ 活動後、気づいた点や反省点を記録し、職員間で共有

【ポイント】
①WBGT値は「気温・湿度・日差し（輻射熱）」を総合的に反映するため、気温だけで判断しない。
②乳幼児は体温調節機能が未熟なので、基準値内でも油断せず、常に子どもの様子を観察する。
③活動時間は短く、休憩・水分補給を徹底することで熱中症リスクを下げる。
④異常時は数値に関係なく即時中止し、応急処置を優先する。
(2025.6長野市学校薬剤師会 作成)
